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２０２５年度会員・資格更新手続きとともに、日本ペタンク・ブール連盟の「ペタンクだより

No.６５」が配付され、会員数の漸減傾向とともに２０２４年度、広島県、青森県、鹿児島、山

梨県の４県が県スポーツ協会への加盟申請が受理され、２４道府県に達しました。会員減少は財

政面と事業活動に直結し、会員数が増加するペタンク 

普及への積極的な取り組みが求められています。 

このような状況下で道連盟総会を３月１５日（土） 

安平町で開催します。２０２４年度事業報告、収支 

決算報告、２０２５年度事業計画（案）、予算（案） 

等を協議審議します。理事会後に総会を行い、道連 

盟の２０２５年度がスタートします。総会までには、 

道連盟の会員数が確定しますが、果たして漸減傾向 

がどうなるのか、主管大会の日程など各協会の取り 

組みと合わせて建設的な協議で道連盟の取り組みを 

確認します。 

 
                       

各協会での２０２５年度会員・資格更新手続 

きが行われ、道連盟総会までには会員数、資格 

者数が確定する。道スポーツ協会加盟負担金の分

を道連盟会費５００円の値上げにより賄ってき

ましたが、会員数が 220 名を割り込み、財政面

でも負担となります。ただし、組織強化活動には

道スポーツ協会から加盟負担金を限度として補

助されることから、その活用の取り組みが求めら

れています。 
年度/協会名 札幌市 北見市 美幌町 池田町 森町 士別市 安平町 むかわ町 白老町 
2024 年度 ３１（１） ３６ ３２（8） ３９ ２２（１） ７ １９ １１ ５ 

2025 年度          

２０２４年度 会員数 202 名（小中高大障９名）復会４名・新規 3 名 退会１５名 

 

 

北海道女子の活躍を物語っています。大会参加数が少ないなかで、そ 

のポイント獲得が中間発表に掲載されています！！★女子 11 位 村上 

幸江 67P（北見市）、13 位 小成花佳 64P（美幌町）、25 位 中鉢 

頼子 54P（池田町）、41 位 吉川幹子・白川美喜子 47P（北見市）、  

48 位 横谷裕美 44P（安平町）、62 位 林 トキ子 38P（池田町）、 

68 位 熊谷明音 37P（札幌市）★男子 57 位 佐藤英二 65P（美幌 

町）、67 位 中鉢 昇 51P（池田町）です。 

 

22002255 年年道道連連盟盟総総会会３３月月 1155 日日安安平平町町開開催催  
  

2024 年度道連盟総会 

安平町早来町民センター 

  

２０２５年度会員・資格証  

22002244 年年度度公公認認大大会会ポポイインントト中中間間発発表表（（ペペタタンンククだだよよりり NNoo..６６５５  抜抜粋粋））  

  

5 位入賞（白川・吉川・村上） 

  

 

２０２４年度各協会会員数 
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 3 月１５日に開催される理事会・総会に向けて、道連盟の課題に対す 

る議論を深めるために会員皆様からの意見集約と具体的行動計画をつく 

り実践するときです。 
 

★会員数漸減に対する会員確保の取り組み 
 新規会員の漸減、高齢者の退会など各協会の会員数漸減している中、 

協会の存続まで論じられ、主管協会の大会開催と会員数漸減が組織運営 

や財政面で影響がでています。ペタンク愛好者を増やすために、具体的 

な行動として普及講習会を積極的に行うなど各協会、道連盟での取り組み 

が求められています。 

★会員高齢化に伴う大会参加者の確保への取り組み 
 北海道の移動手段は、公共交通手段は皆無で大会参加は会員の私有車 

に依存しています。会員の高齢化により、私有車の移動もむずかしくなり、 

また開催地の宿泊条件などで参加者が漸減しています。参加できる愛好者 

が限定されてくる中、会員増員をして大会参加への機会を確保するために 

は、これまでの道連盟主催大会を見直し、近くの協会共催大会や協会内で 

の定期的継続的な交流大会などの開催を検討します。 

★協会運営の見直し、主催大会の見直しの取り組み 
 これまで道連盟として事務局体制や主催大会についての見直しを進めて 

きましたが、今後のあり方を喫緊の課題の協議とともに積極的にそして建 

設的な議論が必要です。 

■道連盟事務局体制については、早急に次期体制を確立するとともに、道 

連盟役員の事務分担や形骸化している専門部会の人材確保など含めて見直 

す。 

■協会内での大会では、個人参加での当日のチーム編成や試合ごとの抽選、 

個人の勝利ポイント付与による順位決定などを行っています。主催大会に 

おいても個人参加ができるとか、一部リザーブ制での採用などを検討する。 

■個人会員に対する会費、大会周知などを各協会との関係連携を取り決め 

て、個人会員の推進を検討する。 

■部活動の地域移行の動きに合わせて、各協会での指導者資格の活用など、 

ジュニアの会員または部活、スポーツ少年団結成などを推進する。 

■今後の日本連盟、道連盟、各協会会費について、財政的な面から検討を 

行う。 

★「ペタンクはもっとオモシロイ！！」の取り組み 
 ペタンクの「する」「みる」「ささえる」という文化を醸成するために、 

ペタンクに関わる方々が、ペタンクは楽しい、オモシロイと感じてペタン 

クの魅力を存分に発信していくこと。ペタンク愛好者の健康に十分に留意 

して、仲間や家族と健やかに過ごせるときをつくりたい！！ 
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道道連連盟盟喫喫緊緊のの課課題題にに対対すするる取取りり組組みみ  

強強化化をを！！！！      すするる・・みみるる・・ささささええるる  ペペタタンンククのの文文化化  

    

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 森町 

5 月 白老町 

６月 安平町 

６月 北見市 

７月 美幌町 

７月 むかわ町 

８月 池田町 

９月 士別市 

９月 札幌市 

    
 

 
 

道連盟に関わる情報発信がインターネツ

ト上に 7 件あります。（道連盟・札幌市・

北見市・美幌町・会員） 



 

 

 

              

 2025 年を迎えて、今年もペタンクをがんばるぞ！！ 

と初投げや各協会での総会開催、そして冬期間での室内 

大会開催の便りが届きました。 

 北見市ペタンク協会、初投げの写真がホームページの 

一面に掲載され、部活動の地域移行に向けた取り組みを 

前号で紹介した矢先、昨年の暮れから「北見市財政健全 

化アクションプラン」に対して、思いもかけない大会会 

場となっている北見市民スケートリンク横の多目的広場 

が夏期間閉鎖で使えなくなるという市行政から提案があ 

りました。北見市ペタンク協会では、「スケートリンク横多目的広場利用のついてのお願い」を

教育委員会に提出して、今後閉鎖撤回を求めての活動を強めています。平成の合併による公共施

設の運営見直し、人口減少や財政健全化により、これまで利用できてきた施設が利用できなくな

るのは、北見市だけの話ではありません。大会会場の確保が難しくなると、道連盟主催大会に影

響します。施設の利用促進を図ってきたのに、未来を担うこどもたちの健全な育成や高齢者の健

康増進にスポーツは大きな貢献をしてきたのに、そのスポーツをする場がなくなる！？少子高齢

化でスポーツに親しむ子どもたちが未来を創る担い手になっていくまでの道のりを支え、あらゆ

る世代がスポーツに親しめる社会の実現を目指していく。６月に開催される北見市ペタンク協会

主管の大会に、道連盟会員、ペタンク愛好者が参加して、「よせる、あてる、わらう」その先の

ペタンクの力を市民に見せて、市行政が市民のために何をなすべきかを示したいものです。        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

北見市ペタンク協会は２月８日（土）スケートリンク管理棟 2 階会議室で２０２５年総会を

開催しました。２０２５年事業計画を承認して、早速、６月 21 日（土）第９回北海道ティー

ル大会、６月２２日（日）第３１回オホーツクオープン大会の大会開催要項を道連盟、日本連

盟に通知し、それぞれ大会案内が掲載されました。２０２５年オホーツク春の交流ペタンク大

会が３月２３日（日）９時から端野ドームで開催されます。個人参加で３月１６日（日）申込

期限です。（連絡先 村上会長 電話 0157-23-2718/090-7058-2392） ❸ 

 



 

札幌ペタンク協会の山田会員から雪中での 

初投げライン動画が送信されてきました。 

凄いですね！今、世界で話題になっている新しい成功論！がありま 

す。かっては、成功とは生まれつきの才能で決まり、努力では挽回 

できないと信じ込まれてきたのです、しかし、今は才能や IQ よりも 

「困難があっても続ける力」です。ペタンクへの情熱、どんな環境 

にいても情熱を継続する心の力 

を持ちたいものです。 

 送られてきた動画はティール 

とポワンテ（ポルテ）です。雪 

中でも方向性と距離感を磨くこ 

とができます。鉄球の音、雪に 

吸収されることなく響いていま 

した。 

 

 

                 冬期間の会員の交流と練習のために、昨年の１２月から３ 

月まで、第３日曜日午後から 3 試合のドーム杯ペタンク大 

会を開催しています。12 月が１３名、1 月 13 名、2 月 

１０名と参加者が少ないのが残念です。2 月 11 日午後か 

らドームで総会を開催（17 名参加）、その後の会長杯は 

１１４名で３試合を楽しみました。1 試合５０分で 3 試合、    

試合毎に抽選でチーム編成（ダブルス・トリプルス）、勝利 

ポイントを個人に付与して個人順位を決めています。 

                 ２０２４年のジュニア練習は毎週月・金の 2 時間（三学期 

長短期休み・祝日休み）で、練習場、サニーセンターの 

63 回、ジュニア延参加者数 292 名、指導者等延参加者数 

２９７名です。ドーム・練習場の使用実績（使用簿記載分） 

２１１日/３６６日で 57.7%、延使用人数は 1,445 名で日 

平均 6.9 名でした。 

 

 

 

 

  

 

 
           

令和７年のペタンク通信は２月、４月、６月、８月、１０月、１２月の６回  

の発行を目指しています。ペタンクの情報発信として、インターネットでペタ

ンク通信のホームページをぷららで作成発信していましたが、ぷららのホーム 

ページが 3 月で閉鎖となります。ペタンク通信はこの紙面で６回、随時の発信のためにホーム 

ページとブログで発信しきましたが、ホームページは Goo サイトで発信していきます。2 ペ 

ージでも掲載していますが、道連盟関係ではペタンク通信 2 件、札幌市、北見市のホームペー 

ジとブログ、美幌町のブログと個人ブログの７件がインターネット上にアップされています。 

 次号は 4 月発行となり、理事会・総会と各協会だよりで紙面掲載内容が少なくなりますので

各協会からの情報提供、投稿をよろしくお願いします。なお、大会報告では大会参加者（協会

区分）決勝トーナメント（協会区分）、入賞者、写真が必要となります。大会参加者、道連盟  

事務局長からの情報提供よろしくお願いします。         （磯野 憲二） 
 

 

 

 

編集後記 ❸ 

❹ 

雪雪中中初初投投げげ  

  

  

 

 

総会（上）会長杯（下） 

 北海道スポーツ協会の表彰規程により、道連盟が加盟５年を経過し、役員 

として２０年以上、６０歳以上の方を受賞者として道連盟として推薦しまし 

た。中道会長は理事 2 期、副会長３期、会長６期（22 年）、上級指導員、 

A 級審判員としてペタンク普及、審判員講習など道連盟への功績は顕著であ 

ります。           


